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１
時
間
ご
と
に
コ
ー
ル
さ
れ
る

「
乾
杯
」
も
そ
の
一
つ
。
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
来

場
者
全
員
で
コ
ッ
プ
を
掲
げ
る
こ

と
で
、
独
特
の
一
体
感
が
生
ま
れ

る
。
胸
躍
る「
一
関
ス
タ
イ
ル
」
は

地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
な
ら
で
は
だ
。

　

も
し
ビ
ー
ル
が
苦
手
で
も
、
お

好
み
の
創
作
料
理
を
味
わ
っ
た

り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

を
眺
め
た
り
す
る
だ
け
で
も
十
分

に
楽
し
め
る
。
そ
れ
が
地
ビ
ー
ル

フ
ェ
ス
の
良
さ
だ
。

1_ナスのミートソースかけ
（蔵 .ぴのきお）／ 2_ピーマン
入りフランク（一関ミート）／
3_トマトピザ（蔵元レストラン
せきのいち）／ 4_夏野菜の
甘酢あんかけ（居食屋作）

　「ビールが苦手」という理由だけで、地ビールフェスを敬遠して
いないだろうか。おいしい地元料理や、地域色に富んだ企画を楽し
み、一関の魅力をまるごと満喫できるのも地ビールフェスの良さだ。

一関の魅力、まるごと。Point

「いちのせきをまるごと応援し隊」来関

充
実
し
た
つ
ま
み
や
創
作
料
理

　

つ
ま
み
は
地
元
の
食
材
を
―
。

地
産
地
消
は
、
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス

始
ま
っ
て
以
来
の
こ
だ
わ
り
だ
。

会
場
の
出
店
に
は
、
数
十
種
類
の

つ
ま
み
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
特
に

人
気
を
博
し
て
い
る
の
は
、
地
場

産
の
夏
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
創
作
料
理
だ
。

　

一
関
は
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ

ス
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
、
夏
野
菜
の

東
北
を
代
表
す
る
産
地
。
そ
の
多

く
が
首
都
圏
で
消
費
さ
れ
る
な

ど
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
は
高
い
。

　
「
一
関
産
の
野
菜
は
と
て
も
食
べ

ご
た
え
が
あ
る
。
素
材
の
良
さ
が

実
感
で
き
ま
す
」
と「
カ
フ
ェ
自
休

自
足
」
の
竹
田
直な

お

史し

店
長（
32
）
も

太
鼓
判
を
押
す
。

　

地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
は
、
高
品
質

な
地
場
産
の
食
材
を
じ
っ
く
り
と

味
わ
え
る
、
絶
好
の
場
に
も
な
っ

て
い
る
。

「
一
関
ス
タ
イ
ル
」
を
楽
し
む　

　

会
場
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
時
の
太
鼓
の
演
奏
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、一
関
の
農
産
物
ク

イ
ズ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

竹田直史さ
ん

一関産野菜の素材の良さ
地ビールフェスを通して伝えたい

たけだ・なおし　32

　素材の味を生かした調理方法にこだわっていま

す。一関産の夏野菜は、とても食べごたえがあります。

ピーマンは肉厚、トマトはジューシー。ナスは形・味と

もに良いし、キュウリは生はもちろん、煮ても揚げても

うまい。素材の良さを実感できます。

　地ビールフェスでは、第17回から一関産野菜のつま

みを提供しています。地元の野菜をイベントで積極的

に使うことは、良いPRになります。腕によりをかけた料

理で、地場産野菜の素晴らしさを伝えていきたいです。

4I-Style

一関産の夏野菜は、形・色・
味全てが高レベル。地ビール
フェスの期間中、PRのために
JAいわて平泉が各店舗へ野
菜を提供している

【角煮と一関の野菜たち】

SPECIAL MENU

地ビールフェスのために考
案された特別メニュー。柔ら

かな角煮と地場産野菜がベ

ストマッチ

VEGETABLES

1時間ごとの「乾杯」で会場は一体感に包まれる

FOODS　首都圏の一関ファン有志が組織した「いちのせきをま

るごと応援し隊」のメンバー 20人は、8月19日から20日
までの2日間、本市を訪れた。京屋染物店、両磐酒造や

館ヶ森アーク牧場などを巡り、一関の魅力に触れた。地
ビールフェス会場には最終日の午後2時に到着。ステー

ジで乾杯の音頭をとった後、ビールと料理を味わった。
　大企業で活躍する女性らが中心となっている同隊。
SNSなどで本市の魅力を積極的に発信している。

麦酒の香りに誘われて

佐々木直美さ
ん

会社員／東京都板橋区
ささき・なおみ　55

　東日本大震災の復興支援を通して一
関に縁ができました。伝統芸能や古民
家など古いものを大切にしているとこ

ろが好きです。地ビールフェスは6回
目の参加。地ビールの種類が多いこと

に加え、ご当地の食材や料理を同時に

楽しめることが大きな魅力です。

太田江里子さ
ん

会社員／埼玉県草加市
おおた・えりこ　56

　地ビールフェスに行くと、新たな出
会いがあって、人のつながりが増えて

いきます。一関を訪れるたびに、気持
ちもお土産もいっぱいになります。
　猊鼻渓、厳美渓、伝統芸能や老舗な

ど、一関の良いところを全国にもっと

広めていきたいです。

ご当地食材や料理が魅力

人のつながりが増えていく

₁

₂ ₃ ₄

カフェ自休自足 店長／樋渡

特集・20 年目の「乾杯」


